
■
４
月

日
は
投
票
日

１２

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。
時
間
内
に

入
場
券
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■
投
票
で
き
る
人

平
成
７
年
４
月

日
以
前
に
生

１３

ま
れ
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
。

①
１
月
２
日
以
前
か
ら
投
票
日
ま

た
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
日

ま
で
引
き
続
き
安
城
市
に
住
民

票
が
あ
る

②
前
住
所
地
が
県
内
で
、
前
住
所

地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
て
、
１
月
３
日
以
降
に
安

城
市
に
転
入
届
を
出
し
た

※
前
住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

③
県
内
の
他
市
町
村
に
転
出
し
、
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次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

暫
安
城
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
て
、
転
出
先
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

暫
安
城
市
か
ら
転
出
し
た
市
町
村

に
引
き
続
き
住
民
票
が
あ
る

※
安
城
市
の
旧
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

現
住
所
の
市
町
村

と
投
票
で
き
る
市
町
村
が
異
な
る

人
は
、
県
内
い
ず
れ
か
の
市
町
村

長
が
発
行
す
る
居
住
証
明
書（
無

料
）が
必
要
で
す
。
安
城
市
で
は
、

市
民
課
ま
た
は
各
支
所
、
出
張
所

の
窓
口
で
発
行
し
ま
す

■
投
票
所
入
場
券
の
郵
送

入
場
券
は
、
投
票
日
の
３
日
く

ら
い
前
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
１

通
に
つ
き
２
人
分
ま
で
封
入
し
て

い
ま
す
。
切
り
離
し
て
１
枚
ず
つ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
の
裏
面
に
は
、
期
日
前

投
票
に
必
要
な
宣
誓
書
を
印
刷
し

て
い
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
は
お
早
め
に

期
日
前
投
票
に
は
、
宣
誓
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
入
場
券
が
届

い
て
い
る
場
合
は
、
裏
面
の
宣
誓

書
を
記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

●
と
き

４
月
４
日
松
～

日
松

１１

午
前
８
時

分
～
午
後
８
時

３０

※

日
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

１１
●
と
こ
ろ

市
役
所
、
南
部
・
桜

井
支
所
、
北
部
出
張
所

※
期
日
前
投
票
を
す
る
日
に

歳
２０

に
な
っ
て
い
な
い
人
は
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
投
票
は
指
定
さ
れ
た
投
票
所
で

４
月

日
の
投
票
は
、
入
場
券

１２

記
載
以
外
の
投
票
所
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
入
場
券
を
よ
く
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
各
投
票
所
の
場
所
は
、
本
紙
と

同
時
期
に
配
布
す
る
投
票
所
略

図
に
表
示
。

※
市
内
で
転
居
し
、
３
月

日
以

２７

降
に
転
居
届
を
出
し
た
人
は
、

転
居
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
投
票
も
で
き
ま
す

●
代
理
投
票

手
の
け
が
、
目
が

不
自
由
な
ど
の
理
由
で
字
が
書
け

な
い
人
は
、
投
票
所
係
員
が
代
筆

し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す

●
点
字
投
票

視
覚
障
害
の
あ
る

人
で
点
字
の
で
き
る
人
は
、
点
字

投
票
が
で
き
ま
す

●
入
院
中
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
居
中
の
不
在
者
投
票

指
定
病

院
、
指
定
老
人
保
健
施
設
な
ど
に

入
院
ま
た
は
入
所
中
の
人
は
、
そ

の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
早
め
に
施
設
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い

●
体
の
不
自
由
な
人
の
郵
便
な
ど

に
よ
る
不
在
者
投
票

一
定
程
度

の
障
害
等
級
の
人
、
要
介
護
状
態

区
分
が
５
の
人
は
、
郵
便
な
ど
を

利
用
し
て
自
宅
な
ど
で
投
票
が
で

き
ま
す
。
事
前
に
選
挙
管
理
委
員

会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

●
市
外
に
滞
在
中
の
人
の
不
在
者

投
票

選
挙
人
名
簿
登
録
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
申
請
す
れ
ば
、

滞
在
中
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
書
類
を
郵
送
す
る

た
め
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
早
め

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

■
こ
ん
な
投
票
は
無
効
で
す

暫
定
め
ら
れ
た
投
票
用
紙
以
外
の

用
紙
に
書
い
た
も
の

暫
候
補
者
で
な
い
人
の
氏
名
を
書

い
た
も
の

暫
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
余
分

な
こ
と
を
書
い
た
も
の

暫
ど
の
候
補
者
に
投
票
し
た
か
分

か
ら
な
い
も
の

■
即
日
開
票
し
ま
す

投
票
日
の
午
後
９
時

分
か
ら
、

１０

市
体
育
館
で
開
票
し
ま
す
。
参
観

自
由
で
す
。

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、
投

開
票
の
速
報
を
掲
載
し
ま
す
。

■
投
票
所
と
な
る
施
設
は
休
館

次
の
施
設
は
、
４
月

日
は
臨

１２

時
休
館
し
ま
す
。

●
施
設
名

桜
井
公
民
館
、
桜
井

児
童
セ
ン
タ
ー
、
西
部
公
民
館
、

安
祥
公
民
館
、
東
部
公
民
館
、
二

本
木
公
民
館
、
二
本
木
児
童
セ
ン

タ
ー
、
中
部
公
民
館
、
中
部
児
童

セ
ン
タ
ー
、
昭
林
公
民
館
、
安
祥

閣
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

※
昭
林
公
民
館
は
、
ホ
ー
ル
・
音

楽
室
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

公職選挙法に基づき、選
挙管理委員会が住民基本台
帳に載っている人から資格
のある人を名簿に登録しま
す。よって住民基本台帳に
載っていない人は登録され
ません。

選挙人名簿

■問
▼
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
行
政
課
内
）

（
緯〈

〉２
２
０
８
）

７１

４
月

日
掌
は
愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日

１２
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平
成

年
度
市
組
織
改
正

２７

４
月
１
日
昌
か
ら
、
下
表
の
と

お
り
市
役
所
の
組
織
を
改
正
し
ま

す
。
昨
年
度
よ
り
１
課
３
係
減
の

部

課

係
体
制
と
な
り
ま
す
。

１６

４６

１２７

■
主
な
改
正
点

●
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
対
策

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施
行

に
伴
い
、
就
労
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
社
会
福
祉
課
自
立
支
援
係

を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

生
活
保
護
係
を
生
活
支
援
係
に
変

更
し
ま
す

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

医
療
・

介
護
総
合
推
進
法
の
施
行
に
伴
い
、

要
介
護
認
定
に
お
け
る
要
支
援
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
市

に
移
行
し
ま
す
。
今
後
、
市
独
自

の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
総

合
的
に
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
社
会
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
を
介
護
保
険
課
に
移
管
し
、

地
域
支
援
係
と
し
ま
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
課
を
高
齢
福
祉
課
に
変

更
し
ま
す

●
給
食
関
連
業
務
の
見
直
し

給

食
業
務
の
う
ち
、
調
理
業
務
に
加

え
て
食
材
の
購
入
業
務
も
委
託
し
、

市
の
業
務
を
縮
小
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
給
食
課
を
廃
止
。
給
食
業

務
は
、
総
務
課
に
給
食
係
を
設
置

し
、
担
当
し
ま
す

平成２７年度（改正後）平成２６年度（改正前）
社会福祉課自立支援係・生活支援係社会福祉課生活保護係

福祉部 高齢福祉課介護保険課
高齢福祉課地域支援係社会福祉課高齢福祉係

ごみゼロ推進課ごみ減量係ごみゼロ推進課ごみ減量推進室
ごみ減量係環境部

区画整理課事業管理係区画整理課管理清算係都市整備部
総務課給食係給食課

教育振興部 廃止学校教育課管理係
学校教育課研究係学校教育課研究指導係

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

市
長
選
挙
前
の
記
者
会
見
で
、

「
無
投
票
の
方
が
い
い
で
し
ょ
」

と
の
、
や
や
意
地
悪
な
質
問
を

受
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
本
音

を
言
え
ば
そ
の
通
り
で
す
。

し
か
し
、
選
挙
戦
を
前
提
と

し
た
政
治
活
動
に
よ
り
、
地
域

の
空
気
が
体
感
で
き
る
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
ま
す
。
商
店
へ
訪

問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
の
雰

囲
気
に
包
ま
れ
る
だ
け
で
、
そ

こ
で
働
く
方
々
の
日
常
が
想
像

で
き
ま
す
。
ま
た
企
業
へ
の
訪

問
に
よ
り
、
新
聞
の
経
済
欄
か

ら
は
読
み
取
れ
な
い
、
企
業
ご

と
の
経
営
課
題
を
知
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

も
し
も
選
挙
戦
が
な
け
れ
ば
、

暖
房
の
き
い
た
市
長
室
で
新
聞

を
読
み
、
世
の
中
の
全
て
が
分

か
っ
た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
、

お
ち
い

通
り
一
遍
の
政
策
立
案
し
か
で

き
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ

を
考
え
れ
ば
、
ど
ん
な
選
挙
で

あ
れ
楽
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
選
挙
が
あ
れ
ば
こ
そ

政
治
家
は
世
相
を
肌
身
で
と
ら

え
る
べ
く
奔
走
す
る
の
で
す
。

ほ
ん
そ
う

私
は
記
者
の
質
問
に
は
、
そ
ん

な
回
答
を
し
て
お
き
ま
し
た
。

と
は
言
え
、
高こ

う

名
な
英
国
の

み
ょ
う

政
治
家
チ
ャ
ー
チ
ル
す
ら
民
主

主
義
に
懐
疑
的
だ
っ
た
の
は
、

か
い
ぎ

大
衆
参
加
に
よ
る
選
挙
が
よ
き

社
会
の
実
現
を
保
証
す
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
が
な
ぜ
膨
大
な
国
債
を
抱

え
続
け
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

な
ぜ
そ
の
負
の
循
環
か
ら
抜
け

出
す
こ
と
が
困
難
か
を
考
え
れ

ば
、
理
解
で
き
る
話
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

政
治
家
が
当
選
を
至
上
目
的

に
す
れ
ば
、
大
衆
迎
合
へ
走
り

げ
い
ご
う

が
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
有
権

者
も
甘
い
誘
惑
に
弱
く
、
そ
の

場
し
の
ぎ
の
判
断
を
し
が
ち
で

す
。
そ
ん
な
訳
で
、
民
主
社
会

の
現
実
は
政
治
家
と
有
権
者
の

合
意
の
結
末
で
あ
り
、
功
罪
合

わ
せ
た
責
任
は
両
者
に
あ
る
と

考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

「
良
薬
は
口
に
苦
し
」と
言
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
統
一

地
方
選
挙
で
は
、
口
に
苦
そ
う

な
政
策
を
掲
げ
る
候
補
者
を
探

し
て
み
る
の
も
一
考
か
と
思
い

ま
す
。
甘
い
も
の
ば
か
り
を
食

べ
続
け
れ
ば
体
を
壊
す
の
と
同

様
に
、
甘
い
政
策
の
実
行
だ
け

で
は
社
会
の
健
全
性
を
喪
失
し

そ
う
し
つ

て
し
ま
う
と
考
え
ま
す
。

私
た
ち
大
人
の
賢
明
な
一
票

で
、
未
来
へ
の
責
任
を
果
た
さ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

安城市長として受け取る４枚目の当選証書は、これま
でになく重い当選証書に感じられました



■
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
糸

万
円

１０

■
家
庭
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
糸

万
円

１０

■
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）

●
補
助
金
額

機
器
費
・
設
置
費

の
５
％

上
限
止
１
万
円

◎
次
世
代
自
動
車
購
入
補
助

●
対
象

市
内

在
住
者
ま
た
は

市
内
に
事
業
所

な
ど
が
あ
る
事

業
者

●
予
算
額

１
０
０
０
万
円

●
申
込
期
限

来
年
３
月

日
昭

３１

■
燃
料
電
池
自
動
車

●
補
助
金
額

一
律

万
円

５０

■
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
・
電
気
自
動
車

●
補
助
金
額

車
両
本
体
価
格
が
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燃料電池自動車

●
申
し
込
み

４
月
６
日
捷
午
前

９
時
か
ら
各
申
込
期
限
ま
で
に
、

申
請
書
類
を
持
っ
て
環
境
首
都
推

進
課
へ

※
申
請
書
類
は
同
課
・
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

※
補
助
金
の
交
付
に
は
、
記
載
し

た
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

※
申
込
期
限
前
で
も
、
申
請
額
が

予
算
額
を
越
え
た
時
点
で
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
。

◎
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
機
器
購

入
補
助

●
対
象

申
請
日
の

日
後
～
来

１５

年
３
月

日
昭
に
、
各
シ
ス
テ
ム

３１

を
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に

設
置
ま
た
は
、
シ
ス
テ
ム
付
き
の

建
売
住
宅
を
購
入
す
る
人

●
予
算
額

３
７
５
０
万
円

●
申
込
期
限

来
年
２
月

日
捷

２９

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額

２
万
円
×
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
出
力
値
の
合
計

上
限
糸
８
万
円

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

万
円
を
超
え
る
止

万
円

２００

１５

２００

万
円
以
下
止

万
円

１０

◎
太
陽
熱
機
器
設
置
費
補
助

●
対
象

申
請
日
の

日
後
～
来

１５

年
３
月

日
昭
に
、
自
ら
居
住
す

３１

る
市
内
の
住
宅
に
各
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
人

●
注
意
事
項

補
助
金
交
付
決
定

前
に
工
事
着
手
し
て
い
る
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん

●
申
込
期
限

来
年
２
月

日
捷

２９

■
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
設
置
費
補
助

●
補
助
金
額

１
万
３
０
０
０
円

×
集
熱
器
の
総
面
積（
㎡
）
上
限

糸

万
４
０
０
０
円

１０
●
予
算
額

万
円

１０４

■
住
宅
用
太
陽
熱
温
水
器
設
置
費

補
助

●
補
助
金
額

１
万
円
×
集
熱
部

の
総
面
積（
㎡
）
上
限
糸
８
万
円

●
予
算
額

万
円

１６０

衣
浦
東
部
広
域
連
合
か
ら
の
お
知

ら
せ

◎
届
出
と
許
可
の
受
け
付
け

窓
口
を
変
更

県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、

４
月
１
日
昌
か
ら
安
城
・
碧
南
・

刈
谷
・
知
立
・
高
浜
市
内
で「
５００

茜
を
超
え
る
液
化
石
油
ガ
ス
設
備

工
事
の
届
出
」お
よ
び
、「
許
可
数

量
以
上
の
煙
火
を
消
費
す
る
場
合

の
許
可
」は
、
衣
浦
東
部
広
域
連

合
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
る
か
衣

浦
東
部
広
域
連
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
救
急
救
命
士
に
よ
る
処
置

の
範
囲
が
広
が
り
ま
す

「
救
急
救
命
士
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
」が
公
布

さ
れ
ま
し
た
。
衣
浦
東
部
広
域
連

合
で
は
、
４
月
1
日
昌
か
ら
次
の

と
お
り
救
急
救
命
士
に
よ
る
処
置

の
範
囲
を
拡
大
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
心
肺
機
能
が
停
止
す
る
前

の
重
度
の
傷
病
者
に
対
し
て
早
期

に
処
置
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

■
心
肺
機
能
停
止
前
の
静
脈
路
確

保
と
輸
液

血
圧
が
低
下
し
、
心
臓
が
停
止

す
る
危
険
性
の
あ
る
シ
ョ
ッ
ク
状

態
の
人
や
長
時
間
狭
い
場
所
や
機

械
な
ど
に
体
を
挟
ま
れ
て
い
た
人

に
対
し
て
点
滴
を
し
ま
す
。

■
血
糖
測
定
と
低
血
糖
発
作
症
例

へ
の
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
の
投
与

低
血
糖
状
態
が
疑
わ
れ
る
人
に

対
し
て
血
糖
を
測
定
し
、
低
血
糖

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
、
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
投
与
し
ま

す
。

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

予
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
６
）

６３

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
５
）

６３

重重傷者へ早期の処置が可能重傷者へ早期の処置が可能にに

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
機
器
・
次
世
代
自
動
車
な
ど
の
購

入
補
助

広報あんじょう 201５.4.1蛾

場
合
は
、
過
去
に
８
回
以
上
申
し

込
み
、
当
選
し
て
い
な
い
人
を
優

先
し
た
上
で
抽
選

●
個
人
負
担
額

１
万
円

●
申
し
込
み

４
月
３
日
晶
～
９

日
昭
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
松
掌
を
除
く
）に
、
電
話
で

１５市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
抽
選
結
果
は
、
４
月

日
晶
付

２４

け
で
通
知
予
定
。

■
市
民
ド
ッ
ク

●
受
診
期
間

５
月
１
日
晶
～
来

年
３
月

日
昭

３１

●
実
施
機
関
／
予
約
受
付
日
時
／

実
施
日
時
／
個
人
負
担
額

下
表

の
と
お
り

●
対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人

暫
市
内
在
住
の

歳
以
上

４０

暫
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
、
社
会
保
険

被
扶
養
者
で
、
職
場
な
ど
で
受

診
す
る
機
会
が
な
い

●
検
査
項
目

診
察
、
血
液
・
眼

底
・
眼
圧
・
心
電
図
・
肺
機
能
・

胃
・
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
・
腹
部
超

音
波
・
便
潜
血
検
査
な
ど

※
喀
痰
検
査
は
含
み
ま
せ
ん
。

か
く
た
ん

※
八
千
代
病
院
・
安
城
更
生
病
院

の
み
、

歳
以
上
の
胃
部
エ
ッ

７５

ク
ス
線
検
査
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

●
追
加
検
査

前
立
腺
が
ん（
５００

円
）・子
宮
頸
が
ん（
１
０
０
０
円
）・

け
い

乳
が
ん（
１
０
０
０
円
）検
診
は
追

加
可
。
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査（
５００

円
）は
、
平
成

年
度
に

・

・

２７

４０

４５

・

・

・

・

歳
に
な
る

５０

５５

６０

６５

７０

女
性
の
み
追
加
で
き
ま
す
。

追
加
検
査
の
み

歳
以
上
お
よ

７０

び
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
、
個
人
負
担
金
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
該
当
者
は
事
前
に
市

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

●
持
ち
物

健
康
保
険
証
・
個
人

負
担
金

※
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
は
、
市
保
健

セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
受
診
票

も
必
要
。

●
申
し
込
み

４
月
３
日
晶
～
来

年
３
月
末
日（
各
実
施
機
関
の
予

約
受
付
日
時
）に
、
電
話
で
受
診

を
希
望
す
る
実
施
機
関
へ

■
脳
ド
ッ
ク（
前
期
）

●
受
診
期
間

５
月
～

月（
検

１０

診
日
と
結
果
説
明
日
で
２
日
間
に

わ
た
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
実
施
機
関

陰
八
千
代
病
院

隠
三
河
安
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

韻
安

城
更
生
病
院

●
対
象

職
場
な
ど
で
受
診
す
る

機
会
の
な
い
、
市
内
在
住
の

歳
４０

以
上

※
平
成

年
４
月
以
降
に
当
ド
ッ

２４

ク
を
受
け
た
人
や
脳
血
管
疾
患

で
治
療
中
の
人
を
除
く
。

●
注
意
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
、
受
診
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

暫
体
内
に
金
属
器
具
・
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
・
人
工
内
耳
な
ど
が
入

っ
て
い
る

暫
入
れ
墨（
眉
毛
や
ま
ぶ
た
の
ア

ー
ト
メ
イ
ク
を
含
む
）を
し
て

い
る

暫
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
入
っ
て

い
る

●
検
査
項
目

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
問
診
な
ど

●
定
員

陰
韻
糸
各

人

隠
糸

１２５

人

い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
た

５０

安城更生病院健
康管理センター

三河安城クリニック人間ド
ック健診センター

アイエムクリニック・
安城

八千代病院八千代総
合健診センター実施機関

安城町東広畔２８相生町１４－１４篠目町１－１１－１６住吉町２－２－７住所

〈７５〉３０２０〈７５〉７５１５０１２０〈１７〉２０６５
〈９１〉２０６５〈９８〉３３６７電話番号

〈７５〉７５１６〈９１〉２４６１〈９８〉２８３４ファクス

捷～晶午後１時
～４時

昇～晶獅午前９時～午後６
時 松獅午前９時～午後４
時

捷昇昭晶獅午前８時
３０分～午後７時 昌

松獅午前８時３０分～
正午

捷～晶獅午前９時～
午後４時３０分 第２・
４・５松獅午前９時
～正午

予約受付日
時
※いずれも
掌抄を除く。

捷～晶午前８時
～９時３０分

夏季（※）諮昇～晶獅午前７
時３０分～１０時 松獅午前７
時～１０時 冬季（※）諮昇～
晶獅午前８時～１０時 松獅

午前７時３０分～１０時

捷昇昭晶獅午前８時
３０分～１１時、午後４
時 昌松獅午前８時
３０分～１１時

捷～晶・第２・４・
５松獅午前８時～１１
時

実施日時・
受付時間
※いずれも
掌抄を除く。

国保・後期高齢加入者獅８０００円 社保被扶養者獅１万５０００円個人負担金

※夏季獅５月１日晶～１１月２２日掌 冬季獅１１月２３日抄～来年３月３１日昭

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

脳
ド
ッ
ク（
前
期
）・市
民
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ



●
申
し
込
み

各
申
込
開
始
日
の

午
前

時
か
ら
、
電
話
で
マ
ー
メ

１０

イ
ド
パ
レ
ス
へ

※
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
は
申
し
込
み

不
要
。

■
は
じ
め
て
の
お
灸「
美
容
の
お

灸
」

●
と
き

４
月

日
昭
午
前

時

１６

１０

分
～
正
午

３０●
内
容

お
灸
の
安
全
な
使
い
方

や
顔
の
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
に
効
果
的

な
ツ
ボ
な
ど
を
学
ぶ

●
対
象

歳
以
上
の
女
性

１８

●
定
員

５
人（
先
着
順
）

●
費
用

１
５
０
０
円

●
持
ち
物

肘
・
膝
を
出
せ
る
服

装（
ス
カ
ー
ト
不
可
）

●
申
込
開
始
日

４
月
８
日
昌

■
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

●
と
き

４
月

日
晶
午
前

時

１７

１０

分
～
正
午

３０●
内
容

赤
ち
ゃ
ん
と
肌
と
肌
の

ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
を
解
消

●
対
象

２
カ
月
～
１
歳
の
子
と

そ
の
保
護
者

●
定
員

８
組（
先
着
順
）

●
費
用

１
５
０
０
円（
保
護
者

が
２
人
の
場
合
は
２
０
０
０
円
）

●
持
ち
物

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ

ル
・
子
ど
も
用
の
飲
み
物

●
申
込
開
始
日

４
月
９
日
昭

■
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

●
と
き

４
月

日
掌
午
後
２
時

１９

●
内
容

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
っ
た

人
に
、
施
設
利
用
券
を
進
呈

●
対
象

当
日
の
プ
ー
ル
利
用
者

●
定
員

人（
先
着
順
）

１００

●
費
用

施
設
利
用
料

■
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
体
験
会

●
と
き

４
月

日
昇
午
前

時

２１

１０

分
～

時

分

３０

１１

３０

●
内
容

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
紹

介
、
制
汗
ス
プ
レ
ー
作
り

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
費
用

１
３
０
０
円

●
申
込
開
始
日

４
月
８
日
昌

■
健
康
サ
ポ
ー
ト
講
座

●
と
き

４
月

日
昌
午
前

時

２２

１０

分
～
正
午

３０●
内
容

長
続
き
で
き
る
ダ
イ
エ

ッ
ト
方
法
な
ど
を
健
康
管
理
士
が

解
説

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
費
用

円
５００

●
申
込
開
始
日

４
月
７
日
昇

■
フ
ィ
ト
セ
ラ
ピ
ー（
植
物
療
法
）

体
験
会

●
と
き

４
月

日
晶
午
前

時

２４

１０

分
～
正
午

３０●
内
容

心
の
疲
れ
を
癒
す
ハ
ー

ブ
の
紹
介
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
作
り

●
対
象

歳
以
上

１８

■問
▼
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス

（
緯〈

〉７
３
５
１
）

９２

●
定
員

８
人（
先
着
順
）

●
費
用

１
９
０
０
円

●
持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

●
申
込
開
始
日

４
月

日
晶

１０

■
託
児
あ
り
！
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
利
用
会

●
と
き

４
月

日
昭
午
前

時

３０

１０

分
～
正
午

３０●
対
象

６
カ
月
～
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者

●
そ
の
他

修
了
証
が
な
い
人
は

講
習
会
に
も
参
加
可

●
持
ち
物

運
動
で
き
る
服
装
・

室
内
用
の
靴

●
定
員

５
人（
先
着
順
）

●
費
用

施
設
利
用
料

●
申
込
開
始
日

４
月

日
晶

１０

マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
の
催
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
と

一
緒
に
、
学
校
や
日
常
生
活

で
必
要
な
日
本
語
を
学
び
ま

す
。

●
と
き

５
月

日
掌
～
６

１０

月

日
掌
の
毎
週
掌
午
前

１４

１０

時
～

時

分（
全
６
回
）

１１

３０

●
と
こ
ろ

市
民
会
館

●
対
象

市
内
の
小
学
校
に

通
う
小
学
１
～
６
年
生
の
外

国
籍
児
童（
外
国
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
子
を
含
む
）

●
定
員

人（
先
着
順
）

１２

●
費
用

円
３００

●
そ
の
他

会
場
ま
で
保
護

者
が
子
ど
も
を
送
迎
し
て
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
に
日
本
語

を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

随
時
募
集
し
て
い
ま
す

●
申
し
込
み

４
月

日
晶

１０

～

日
晶
午
前
８
時

分
～

２４

３０

午
後
５
時

分（
松
掌
を
除

１５

く
）に
、
直
接
か
電
話
で
国

際
交
流
協
会（
緯〈

〉２
２

７１

６
０
）へ

赤赤ちゃんとふれあいましょ赤ちゃんとふれあいましょうう

トトレーニングルートレーニングルームム
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■
予
防
注
射

犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射

会
場（
表
1
）か
動
物
病
院（
表
２
）

で
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
費
用

集
合
注
射
会
場
止
３
４

０
０
円

動
物
病
院
止
各
病
院
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

登
録
済
み
の
犬
の
飼

い
主
に
は
、
４
月
上
旬
に
案
内
を

送
付
し
ま
す

■
犬
の
登
録

犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、
必
ず
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
場
所

集
合
注
射
会
場

（
表
１
）、動
物
病
院（
表
２
）、市
保

健
セ
ン
タ
ー

●
登
録
料

３
０
０
０
円

■
犬
の
届
け
出

犬
の
死
亡
・
所
在
地
変
更
な
ど

は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き

や
迷
い
犬
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー（
緯

０
５
６
５〈

〉２
３
２
３
）ま
た

５８

は
安
城
警
察
署（
緯〈

〉０
１
１

７６

０
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

表表表表表表表表表表表表表表２２２２２２２２２２２２２２ 犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬のののののののののののののの登登登登登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録録録録録・・・・・・・・・・・・・・予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防注注注注注注注注注注注注注注射射射射射射射射射射射射射射ががががががががががががががででででででででででででででききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるる動動動動動動動動動動動動動動物物物物物物物物物物物物物物病病病病病病病病病病病病病病表２ 犬の登録・予防注射ができる動物病院院院院院院院院院院院院院院院
小笠原動物病院（刈谷市）あいち犬猫医療センター杉浦犬猫

病院（今池町） はるかぜ動物病院（刈谷市）
ひまわり動物病院（刈谷市）青山動物病院（橋目町）
中川動物クリニック（刈谷市）あおみ動物病院（桜井町）
Ｋｅｎ動物病院（高浜市）大島獣医科病院（朝日町）
あい総合動物病院（高浜市）ぐれーぷ動物病院（赤松町）
たかはま動物病院（高浜市）ココロ動物病院安城分院（赤松町）
あさおか動物病院（碧南市）さくらい動物病院（小川町）
板倉どうぶつ病院（碧南市）桜町動物病院（桜町）
パル動物クリニック（碧南市）新安城どうぶつ病院（東栄町）
へきなん動物病院（碧南市）パーク動物病院（大山町）
ウチダ動物病院（西尾市）三尾動物病院（安城町）
ハート動物病院（西尾市）ミドリペットクリニック（緑町）
フィガロ動物病院（西尾市）りんごの樹動物病院（高棚町）
えそら動物病院（西尾市）こんどう動物病院（知立市）
しばた動物病院（岡崎市）南陽動物病院（知立市）
ダルク動物病院（岡崎市）どんぐり犬猫病院（知立市）
やはぎ動物病院（岡崎市）花園動物クリニック（豊田市）

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

■
犬
・
猫
の
ふ
ん
害

ふ
ん
の
放
置
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
の

と
き
は
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
を
持
参
し
、
ふ
ん
を
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

表表表表表表表表表表表表表表１１１１１１１１１１１１１１ 集集集集集集集集集集集集集集合合合合合合合合合合合合合合注注注注注注注注注注注注注注射射射射射射射射射射射射射射会会会会会会会会会会会会会会表１ 集合注射会場場場場場場場場場場場場場場場
ところときところとき

榎前公民館午後１時１０分～１時４０分５月
７日昭

昭林公民館午後１時１０分～１時３０分４月
１３日捷 城ヶ入公民館午後２時～２時３０分桜井公民館午後１時５０分～２時３０分

別所団地公民館午後１時１０分～１時２０分
８日晶

東尾公民館午後１時１０分～１時３０分

１４日昇
新田町会館午後１時４０分～２時秋葉いこいの広場

（秋葉公園内）午後１時５０分～２時５分 西尾公民館午後２時２０分～２時４０分
高棚公民館午後１時１０分～１時３０分１１日捷

北明治公民館午後２時２５分～２時４０分
西部福祉センター午後１時５０分～２時２０分二本木地区コミュ

ニティセンター午後１時１０分～１時３０分１５日昌 橋目霊園午後１時１０分～１時２０分
１２日昇 浜屋公民館午後１時４０分～１時５０分篠目町公民館午後１時５０分～２時２０分

北部公民館午後２時１０分～２時４０分池浦公民館午後１時１０分～１時３０分１６日昭 東栄今本町公民館午後１時１０分～１時２５分

１３日昌

今池町内会公民館午後１時５０分～２時１０分
里地区コミュニテ
ィセンター午後１時４５分～２時東部公民館午後１時１０分～１時３０分２０日捷 作野公民館午後１時５０分～２時２０分
東山公民館午後２時２０分～２時３０分アグリライフ支援センター午後１時１０分～１時２０分２１日昇 三ツ川集会場午後１時１０分～１時２０分

１４日昭

根崎公民館午後１時４０分～２時１０分
藤野公民館午後１時４０分～１時５０分和親館午後１時１０分～１時２０分

２２日昌 古井町公民館午後２時１０分～２時４０分箕輪町内会事務所午後１時４０分～２時
市保健センター午後１時～２時１６日松美園公園午後２時２０分～２時４０分

東端公民館午後１時１０分～１時４０分２３日昭 和泉公民館午後２時～２時２０分

年に１年に１回回、、必ず注射必ず注射をを
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犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に



■問
▼
行
政
課

（
緯〈

〉２
２
０
８
）

７１

行
政
手
続
制
度
が
変
わ
り
ま
す

国
民
の
権
利
・
利
益
の
保
護
の

充
実
を
図
る
た
め
、
行
政
手
続
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
改

正
を
受
け
て
、
安
城
市
行
政
手
続

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

※
法
・
条
例
と
も
４
月
１
日
昌
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

◎
制
度
改
正
の
概
要

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
次

の
２
点
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

①
新
た
に
次
の
申
出
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す

●
申
出
で
き
る
内
容

暫
法
令
に
違
反
す
る
事
実
是
正
の

た
め
に
、
行
政
機
関
等
に
処
分

又
は
行
政
指
導（
そ
の
根
拠
が

法
律
又
は
条
例
に
あ
る
も
の
を

指
し
ま
す
）を
求
め
る
こ
と

暫
行
政
機
関
か
ら
行
政
指
導（
そ

の
根
拠
が
法
律
又
は
条
例
に
あ

る
も
の
を
指
し
ま
す
）を
受
け

た
場
合
、
そ
の
行
政
指
導
が
法

律
又
は
条
例
に
規
定
す
る
要
件

に
適
合
し
な
い
と
思
う
と
き
に
、

そ
の
中
止
等
を
求
め
る
こ
と

●
手
続
き

処
分
や
行
政
指
導
の

権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
等
に
対

し
て
、
必
要
事
項
を
記
載
し
た
申

出
書
を
提
出
す
る

●
行
政
機
関
等
の
対
応

申
出
を

受
け
た
行
政
機
関
等
は
、
調
査
を

し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を
と
り
ま
す

②
行
政
指
導
の
方
式
を
追
加

行
政
機
関
に
対
し
て
は
、
行
政

指
導
の
際
に
、
そ
の
趣
旨
・
内
容・

責
任
者
を
明
示
す
る
義
務
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
次
の

義
務
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

●
根
拠
法
令
等
を
示
す
義
務

行

政
機
関
が
行
政
指
導
を
す
る
際
に
、

許
可
等
を
す
る
権
限
又
は
許
可
等

に
基
づ
く
処
分
を
す
る
権
限
を
行

使
し
得
る
旨
を
示
す
と
き
は
、
そ

の
法
令
の
条
項
等
の
根
拠
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た

■
注
意
事
項

租
税
や
補
助
金
に
関
す
る
も
の

な
ど
、
適
用
さ
れ
な
い
手
続
き
が

あ
り
ま
す
。

平
成

年
度
か
ら
、
被
災
地
域

２７

で
の
災
害
救
援
活
動
や
復
興
支
援

活
動
、
復
興
に
寄
与
す
る
交
流
活

動
に
対
し
、
対
象
経
費
の
一
部
を

給
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
が
あ
り
、

対
象
活
動
に
従
事
し
た
日
以
前
か

ら
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

●
対
象
活
動

被
災
地（
災
害
救

助
法
適
用
地
域
）の
社
会
福
祉
協

議
会
ま
た
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
や
受
け
入

れ
の
了
承
が
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

●
対
象
経
費

宿
泊
費
・
交
通
費

●
補
助
額

宿
泊
費
止
1
泊
３
０

０
０
円
以
内（
上
限
３
泊
）
交
通

費
止
往
復
費
用
の
２
分
の
１（
上

限
１
万
５
０
０
０
円
）

●
そ
の
他

市
が
実
施
す
る
ほ
か

の
補
助
制
度
と
の
併
用
は
不
可

●
申
請
方
法

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
終
了
後
に
、
申
請
書
類
な
ど
を

持
っ
て
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
申
請
書
類
は
同
協
議
会
・
市
民

協
働
課
で
配
布
。

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

市
社
会
福
祉
協
議
会

（
緯〈

〉２
９
４
１
）

７７

●
対
象
者

県
大
会
な
ど
地
区
予

選
会
・
選
考
会
を
経
て
、
国
際
大

会
・
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
人

●
対
象
と
な
る
大
会

開
催
地
区

を
統
一
す
る
体
育
団
体（
非
営
利

団
体
）が
主
催
し
、
全
国
の
過
半

数
の
地
区
の
代
表
が
参
加
す
る
国

際
大
会
・
全
国
大
会
で
あ
る
こ
と

（
予
選
が
な
い
場
合
な
ど
対
象
と

な
ら
な
い
大
会
も
あ
り
ま
す
）

●
激
励
金
額

国
際
大
会
止
1
人

1
万
５
０
０
０
円
～
５
万
円

全

国
大
会
止
１
人
３
０
０
０
円
～
５

０
０
０
円

い
ず
れ
も
団
体
の
場

合
は
上
限
あ
り

●
申
し
込
み

大
会
の

日
前
ま

１４

で
に
、
申
請
書
・
出
場
す
る
大
会

の
開
催
要
項
・
大
会
参
加
申
込
書

の
写
し
・
予
選
大
会
の
成
績
表
な

ど
を
持
っ
て
市
体
育
館
へ

※
申
請
書
は
同
館
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

国
際
大
会
や
全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
・
団
体
へ

の
激
励
金

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
ま
す

広報あんじょう 2015.4.1 餓

被被災地での活動を支援しま被災地での活動を支援しますす

●
対
象
者

市
内
に
活
動
拠

点
を
置
く
５
人
以
上
の
団
体

●
対
象
活
動

防
災
訓
練
・

運
動
会
な
ど
の
町
内
会
活
動
、

子
ど
も
会
な
ど
の
指
導
育
成

活
動
、
市
民
団
体
の
公
益
的

な
活
動
、
社
会
福
祉
・
環
境

改
善
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
市
主
催
の
行
事
・
公

民
館
講
座
な
ど

●
補
償
内
容

賠
償
責
任
保

険
止
主
催
者
や
指
導
者
が
法

律
上
の
賠
償
責
任
を
問
わ
れ

た
場
合
、
事
故
１
件
に
つ
き

最
高
５
億
円（
免
責
１
件
に

つ
き
１
０
０
０
円
）
傷
害

保
険
止
指
導
者
や
参
加
者
が

傷
害（
※
）を
受
け
た
場
合
、

死
亡
３
０
０
万
円
、
入
院
１

日
２
０
０
０
円
、
通
院
１
日

１
０
０
０
円

※
脳
・
心
臓
病
疾
患
な
ど
を

除
く
。
熱
中
症
は
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
協
働

課（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

広報あんじょう 201５.4.1駕

◎
４
月
か
ら
の
改
正
点

■
利
用
者
負
担
額
の
変
更

介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
い
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
支
払

い
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。
各
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
の
目
安
は
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
介
護
保

険
制
度「
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
」ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
各

中
学
校
区
へ
設
置

既
存
の
２
カ
所
に
加
え
、
次
の

２
カ
所
を
設
置
し
ま
す
。
ま
だ
設

置
さ
れ
て
い
な
い
中
学
校
区
に
は
、

順
次
設
置
し
ま
す
。

●
新
規
設
置
施
設

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
の
ん
館（
福
釜

町
／
安
城
西
中
学
校
区
）、地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
小
川
の
里（
小

川
町
／
桜
井
中
学
校
区
）

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

基
準介

護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

は
、
原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上

の
人
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次

の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
は
、

要
介
護
１
・
２
の
人
で
も
特
例
的

に
入
所
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

①
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
居

宅
で
の
日
常
生
活
が
困
難
で
、

施
設
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
入

所
者
の
選
考
に
係
る
委
員
会
で

入
所
の
決
定
が
さ
れ
た

②
平
成

年
３
月

日
ま
で
に
入

２７

３１

所
し
継
続
し
て
入
所
し
て
い
る

◎
８
月
か
ら
の
改
正
点

■
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用

者
負
担
段
階
区
分
の
変
更

利
用
者
負
担
が
一
定
額
を
超
え

た
と
き
に
支
給
さ
れ
る「
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
」の
利
用
者
負
担

段
階
区
分
に「
現
役
並
み
所
得
者
」

を
新
設
し
ま
す
。
世
帯
内
に
課
税

所
得

万
円
以
上
の

歳
以
上
の

１４５

６５

人
が
お
り
、
そ
の
人
の
収
入
が
３８３

万
円（
２
人
以
上
の
場
合
は

万
５２０

円
）以
上
の
場
合
、
世
帯
上
限
額

が
月
額
４
万
４
４
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

■
利
用
者
負
担
割
合
の
変
更

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
割
合
は
一
律
１
割
で
し
た
が
、

２
割
の
対
象
者
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
下
表
の
と
お
り
。

※
生
活
保
護
受
給
者
・
住
民

税
非
課
税
者
は
１
割
負
担
。

●
そ
の
他

要
支
援
・
要
介

護
の
認
定
を
受
け
た
人
へ
、

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を

７
月
に
送
付
し
ま
す

■
食
費
・
居
住
費
の
補
足
給

付
の
支
給
要
件
の
変
更

低
所
得
の
施
設
利
用
者
の

う
ち
、
次
の
対
象
者
は
、
食

費
・
居
住
費
の
補
助
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

●
対
象
者

配
偶
者
に
住
民

税
が
課
税
さ
れ
る
人
ま
た
は
、

預
貯
金
な
ど
が
一
定
額（
単

身
１
０
０
０
万
円
、
夫
婦
２

０
０
０
万
円
）を
超
え
る
人

◎
新
し
い
総
合
事
業

要
支
援
１
・
２
の
人
が
利
用
す

る
介
護
予
防
訪
問
介
護
お
よ
び
介

護
予
防
通
所
介
護
が
新
し
い
総
合

事
業
に
移
行
し
ま
す
。
同
事
業
に

つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
を
平
成
２９

年
４
月
ま
で
猶
予
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
十
分
な
準
備
期
間
を

設
け
、
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
、

平
成

年
４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

２９
◎
詳
し
く
は

７
月
上
旬
に
制
度
改
正
の
詳
細

を
案
内
す
る
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布

し
ま
す
。■問

▼
高
齢
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す


